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ディスカッション

まとめ
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総合診療領域から現場で役立つ

良質なエビデンス

我が国の総合診療領域の研究

活動は不十分

研究成果を上げるために研究指導

体制を構築する必要がある

総合診療医学の専門性の確立、

医療技術の向上

コンテンツ

学会員向けに行った
調査結果報告

メンタリング・
コーチングに関する
データ・理論・研究
論文・書籍の紹介

各自の成功事例の紹介

研究メンタリング・
コーチングスキル・
サポート体制構築に
関するトピック別
ディスカッション
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JSHGM会員向けアンケート

調査実施 2021/4月

会員数 1886名

回答 275名（14.6％）

全体
全体中央値

N=275

卒後年数 NA 21 (12-33)

男性 240/274 (87.6) NA

所属先

診療所 11 (4) NA

市中病院 131 (47.6) NA

大学医局から市中病院への派遣 30 (10.9) NA

大学病院 103 (37.5) NA

役職

管理職（大学以外） 94 (34.2) NA

非管理職（大学以外） 80 (29.1) NA

教授（大学） 23 (8.4) NA

准教授（大学） 22 (8.0) NA

講師（大学） 16 (5.8) NA

助教（大学） 27 (9.8) NA

医員（大学） 12 (4.4) NA

その他 1 (0.4) NA
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n（％） 中央値

総合診療領域の研究の必要性認識度（5段階） NA 5 (4-5)

実際の総合診療領域の充足度（5段階） NA 2 (2-3)

実際の研究エフォート（%） NA 10 (5-20)

理想の研究エフォート（%） NA 30 (20-40)

研究のためにプロテクトされた時間あり 40 (14.5) NA

プロテクトされた時間（時間/週） NA 6 (4-10)

研究メンターの存在あり 85 (30.9) NA

研究経験あり 232 (84.4) NA

論文執筆あり（過去3年間、共著・筆頭問わない） 201 (73.1) NA

英語研究論文（過去3年、単位；本）

筆頭著者 443 0 (0-1)

共著者 995 0 (0-4)

英語総説論文（過去3年、単位；本）

筆頭著者 67 0 (0-0)

共著者 82 0 (0-0)

英語症例報告（過去3年、単位；本）

筆頭著者 171 0 (0-0)

共著者 537 0 (0-2)

その他の英語論文（過去3年、単位；本）

筆頭著者 36 0 (0-0)

共著者 71 0 (0-0)
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clinical research, public health and preventive medicine, medical 
education, basic science, health services, safety and quality, and others

研究テーマ択一
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メンターなし
N=190

メンターあり
N=85

p value

卒後年数 27 (15-36) 13 (8-18) <0.001

男性 170 (89.5) 70/84 (83.3) 0.155

所属先

診療所 6 (3.2) 5 (5.9)

0.009

市中病院 101 (53.2) 30 (35.3)

大学医局から市中病院への派遣 23 (12.1) 7 (8.2)

大学病院 60 (31.6) 43 (50.6)

総合診療領域の研究の必要性認識度（5段階） 5 (4-5) 5 (4-5) 0.490

実際の総合診療領域の充足度（5段階） 2 (2-3) 2 (2-3) 0.658

実際の研究エフォート（%） 10 (5-20) 10 (10-20) 0.014

理想の研究エフォート（%） 30 (18.75-35) 30 (20-40) 0.176

研究のためにプロテクトされた時間あり 21 (11.1) 19 (22.4) 0.014

研究経験あり 156 (82.1) 76 (89.4) 0.123

メイン研究種類 0.001

基礎系 30 (15.8) 8 (9.4) 0.157

組織・病理 4 (2.1) NA 0.178

臨床研究 105 (55.3) 43 (50.6) 0.472

医学教育 7 (3.7) 7 (8.2) 0.113

医療サービス・安全・質 3 (1.6) 4 (4.7) 0.128

公衆衛生・予防医学 5 (2.6) 13 (15.3) <0.001

その他 2 (1.1) 1 (1.2) 0.927

論文執筆あり（過去3年間、共著・筆頭問わない） 134 (70.5) 67 (78.8) 0.152

英語研究論文（過去3年、単位；本）

筆頭著者 0 (0-0.25) 1 (0-1.5) 0.003

共著者 0 (0-3.25) 1 (0-4) 0.112

英語症例報告（過去3年、単位；本）

筆頭著者 0 (0-0) 0 (0-1) 0.014

共著者 0 (0-2) 0 (0-2) 0.119



本日の内容

9

イントロ

調査結果紹介

データ・理論紹介

成功事例紹介

ディスカッション

まとめ



10

メンタリング とは

メンター （Mentor）：指導する側
メンティー（Mentee）：指導される側

メンター メンティー

1対1の関係

人材育成方法



11

メンタリング とは

メンターの6ルール

1. メンティー選びは慎重に

2. メンターシップチームの結成

3. しっかりとした管理

4. 軋轢の解消

5. メンターシップの不正行為を回避

6. 次世代への引継ぎ

6 Things Every Mentor Should Do. Harvard Business Review 2017.
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コーチング とは

コーチ（Coach）：指導する側
クライアント（Client）：指導される側

メンター メンティー

1対1の関係

人材育成方法
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コーチング とは

「コーチングとは、もっとも欲しい結果（ゴール）を明確にし、
自分一人では絶対に行くことができないであろう速さで、ゴール
に向かうことを助けること。」

STEP1 STEP2

STEP3 STEP4

現状の確認
ゴール（目的地、望ましい
状態）の具体化

行動計画の作成
成果を妨げる可能性があるもの

必要なリソースの明確化



メンタリングとコーチング の関係

メンタリング

コーチング
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コーチングはメンタリングの部分問題解決法
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https://bit.ly/3yX2dAU

Intern Med (1.271) Yosuke Sasaki, MD, PhD
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https://bit.ly/2YyQ48A

J Gen Fam Med Yosuke Sasaki, MD, PhD
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https://bit.ly/3hiBngx

BMJ Case Rep Yosuke Sasaki, MD, PhD
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BMJ Open (2.496) Masaki Tago, MD, PhD

https://bit.ly/3jRhnTU
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メンタリング
×

コーチング
の両輪を活用する

Kiyoshi Shikino, MD, PhD, MHPE, FACPPLOS ONE (3.24)

https://bit.ly/2X2KWsC
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従来型カンファレンス
vs 

テレカンファレンス

VS

Kiyoshi Shikino, MD, PhD, MHPE, FACP

https://bit.ly/2X2KWsC

PLOS ONE (3.24)
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World Neurosurg (1.83) Takashi Watari, MD, MHQS, Ph.D

1. PubMed検索

2. 効率的論文の読み方

3. annotated bibliography

4. 統計手法基礎

5. 論文の書き方

4年生から開始、
卒業前にアクセプト

https://bit.ly/3E25pPt



23

Intern Med (1.271) Taro Shimizu, MD, PhD, MPH, MBA

ナラティブレビューからの執筆導入
×

指導文化の連鎖
https://bit.ly/3la5WWK
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BMC Med Educ(2.463) Hiromizu Takahashi, MD, PhD

Corowa-kun: Impact of a COVID-19 vaccine 
information chatbot on vaccine hesitancy, Japan 2021 

https://bit.ly/391r0sX
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参考書籍、論文紹介
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・総合診療コミュニティ内でつながりの強い

メンターを持っている

・研究面で結果をだしているメンターを選ぶ

・メンターの距離感

・大きめの研究ネットワークに属す

・メンター数
・メンティーの学年

Chaiyachati, K.H. et al. The Association Between Mentor-Mentee Network Features and Publication Productivity Among Early Career Academic 
Generalists. J GEN INTERN MED 34, 346–348 (2019). 

有意に関連する

有意ではない

メンター＆メンティーのネットワーク網の解析：若い段階での
アカデミックジェネラリストの研究成果との相関について 19施設：162名のメンティーが参加：471名のメンターを同定

28
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効果的なメンタリングとは？
うまくいくコツは？

30



うまくいかない場合の対処法は？
苦労したことは？

31



研究のチームビルディング

32



メンティーのモチベーションを
キープする方法は？

33



メンティーに求めるもの、
良いメンティーとは？

34



良いメンティーたれ
（メンティーは選ばれる時代）

学習者へ一言

35



メンティーの選び方は？

36



メンター&メンティーの
関係性の作り方と離れ方とは？

37



指導のための時間確保をどうやる？

38



指導のためのエフォート、優先順位、
時間配分をどう考えるか？

39
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メンタリングとコーチングを用いて
効果的かつ効率的な研究指導を行う

まとめ


